









































一方で、時代の流れを感じさせることとしては、飛騨天文台の赤羽徳英氏が 年 月 
日をもって停年を迎えられ、退官されました。飛騨天文台創設当時から、火星の観測的研究
の先頭に立たれ、太陽系物理学の教育研究に尽力され、火星気象学の分野を開拓されました。
長年にわたるご活躍とご指導に感謝と敬意を表しますと共に、今後も引き続き当天文台にお
ける太陽系天体の観測的教育研究に対して、別のお立場からご指導とご協力をお願いしたい
と願っております。
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